
梅坪台地域会議 地域予算提案事業地区説明会 会議録 
 
■ 日  時  平成２１年１０月１日（木）午後７時～午後９時 

■ 場  所  梅坪台交流館 多目的ホール 

■ 参加人数  自治区、PTA、女性会、老人ｸﾗﾌﾞ、消防団など、約 60名 

■ 出 席 者  〈委  員〉大杉谷正和（会長） 

池山藤子（副会長） 

石川和正 

酒井正子 

菅野宏誌 

高田政典 

中根竹生 

中根 甫 

橋本初夫 

古市悦朗 

杉浦紀子 

三岡義和 

元田久男 

山岸健次 

小笠原雄一 

        〈事務局〉水野孝之（社会部調整監 挙母事務所長） 

天野正直（自治振興課長） 

高部広明（自治振興課副主幹） 

             寺田 剛（自治振興課係長） 

             加知直人（自治振興課主査） 

             近藤絢子（自治振興課書記） 

〈欠席者〉宮崎旭史 

山根満智子 

村山清子 

 
■ 次 第  １ 開会 

２ 会長あいさつ 

       ３ 挙母事務所長あいさつ 

       ４ 来賓あいさつ 

       ５ 梅坪台地域会議並びに委員紹介 

             ①梅坪台地域会議の概要 

             ②地域会議委員自己紹介 

       ６ 提案事業の説明 

             ①地域予算提案事業の概要について 



             ②犯罪に強いきれいで明るいまちづくり事業について 

      ７ 質疑応答 

      ８ 閉会 

 

■質疑応答内容（要約） 

   参加者 地域点検と防犯灯設置重点箇所の提案について、具体的な展開や係わりがわからない。 

   会 長 地域点検マップは、様々な目線から地域の危険、不安箇所を把握するものである。今後の

防犯対策においても重要な情報となり、自治区に対して様々な防犯対策を提案できる。し

かし、防犯灯設置は自治区への既存の支援制度があり、防犯灯の設置については、今回の

提案から除かれている。 

   委 員 地域点検の結果や犯罪発生状況マップにより把握した情報は、自治区に対して防犯灯設置

の必要箇所を提案するなど活用できるということである。 

   参加者 原則、市道上の障害樹木の伐採については、所有者が行うべきである。市は、この事業を

実施する以前に所有者に対して伐採の要請をしないのか？また、張り看板については、以

前、配布された物は、赤色の文字が消えてしまった。工夫が必要である。 

   事務局 所有者が伐採することが原則である。しかし、高所部分の作業や通行の妨げになることや、

電線があり実施できない場合が多い。こうした状況の解決策である。また、張り看板の文

字の劣化は把握しており工夫する。 

参加者 障害樹木については、市が伐採に要した経費を所有者に請求するなど、所有者が責任を持

って取組むべきではないか？所有者の同意を得る前に、原則論をしっかりと示すべきでは

ないか？ 

   事務所長 原則は、そのとおりである。しかし、所有者にお願いしても一向に解決しない場合は、原

則をしっかりと伝え、自治区と相談した上で取組みたいと考える。 

   参加者 以前、部品盗の被害にあったことがある。この地区では、車上狙いや空き巣等の犯罪種別

が多いため、その対策についてはどんな考えか？ 

   委 員 車上狙や自転車盗が非常に多い地区である。その有効な手段を皆さんと一緒に考えたい。

また、今回の提案は対策の一環としてセンサーライトや立て看板などの効果的な設置を考

えている。例えば、現場の状況に応じた表示内容や外国語標記の看板を設置するなど、有

効な対策の一つであると考える。こうした取組や対策を皆様と考えたい。 

   参加者 警察と連携して取組むべき。防犯パトロールで見回りを行った際に、犯罪に直面した場合

の対応について不安である。有事の際の状況もあるため、今後の検討課題として欲しい。 

   参加者 以前は、豊田警察署（駐在）による家庭訪問を行っていた。復活させられないか？警察 OB

で巡回できないか？ 

   事務所長 社会部として警察 OB の協力を得て市内の巡回パトロールを行っている。また、市内に交番

を増やすなど、愛知県も力を入れている。また、現在、市民パトロールの強化など、やれ

ることを考えている。 

   参加者 防犯に対する活動について効果的だと思った。地下道に設置するカメラは、どんなものか？ 

   副会長 防犯カメラは設置箇所や運用方法等の問題があり、検討段階でも議論してきた。犯罪の抑

止を目的としているためダミーカメラの設置を計画した。また、この他にも必要箇所等が



あれば、ご意見をいただき、今後も地域会議で協議しご提案して行きたいと思う。 

   参加者 助けを求める非常ベルの設置はできないか？悪戯を増やすだけなのか？ 

   副会長 悪戯なども懸念されるが、運用方法も含めて検討したい。また、設置に当たっては関係課

や機関と協議する必要があるため、今後も検討して行きたい。 

   市 議 地域点検を実施して危険箇所を把握するだけでなく、その危険箇所をいかに解決するのかが

今回のテーマである。しかし、全てについてお金で解決することが良いとは思わない。市民の

防犯パトロールの強化など、地域ぐるみで取組むことが次のステップである。また、浄水駅の

地下道は、カメラのモニターを通して地下道に入る前に中の状況を確認できる。このようにダ

ミーカメラではなく本物のカメラを設置するなど知恵を出し合って検討をして欲しい。 

   副会長 今後の課題として前向きに検討して行きたい。以上で地区説明会を終了します。皆様から

いただいたご意見は、今後の参考にさせていただきます。ご参加ありがとうございました。 

（終 了） 


